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令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
商
工

会
の
事
業
活
動
に
、
多
大
な
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
２
４
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
歴
史
的
な
出
来
事
が
い
く
つ
も
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、
大
谷
翔
平
選
手
が

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
史
上
初
の
「
50

−

50
」

を
達
成
し
、
世
界
中
を
沸
か
せ
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
、
経
済
界
で
も
、
新
た
な
局
面

を
迎
え
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
産
業
で
業
況
が
改
善
し
、
特
に

外
国
人
観
光
客
が
日
本
各
地
に
押
し
寄
せ

た
こ
と
か
ら
、
宿
泊
や
飲
食
な
ど
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
消
費
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
が

活
況
を
呈
し
ま
し
た
。

　

企
業
は
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
も

進
み
、
な
か
で
も
人
手
不
足
を
克
服
す
る

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

安
芸
太
田
町
商
工
会
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津
　
田
　
　
宏

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

使
い
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

変
化
の
激
し
い
情
勢
に
振
り
回
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
盤
石
な
経
済
基
盤
を
構
築
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
年
の
干
支
に
あ

や
か
っ
て
、
し
な
や
か
に
、
し
た
た
か
に
、

老
い
る
こ
と
な
く
、
不
老
長
寿
の
道
を
歩

ん
で
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

変
革
の
時
代
に
は
困
難
に
直
面
す
る
こ

と
も
多
く
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
相
互

扶
助
の
精
神
の
も
と
、
一
致
団
結
し
て
力

強
く
邁
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
は
未
来
に
向
け
て
前
進
し
続

け
る
決
意
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
職
員
は
一

丸
と
な
り
、
地
域
経
済
の
振
興
の
た
め
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
企
業
の
皆
様
の
事
業
が
さ
ら
に
発

展
で
き
ま
す
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
安
芸
太
田
町
商
工
会

の
活
動
に
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
会

員
の
皆
さ
ん
と
ご
家
族
に
と
っ
て
、
よ
り

良
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
投
資
が
急
増
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
通
信
な
ど
の
法
人

向
け
サ
ー
ビ
ス
業
も
好
調
で
し
た
。
製
造

業
で
も
、
海
外
経
済
の
回
復
に
支
え
ら
れ
、

輸
出
が
持
ち
直
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
は
、
人
件
費
・
原
材
料
費
・
水

道
光
熱
費
な
ど
の
高
騰
に
よ
り
苦
戦
を
強

い
ら
れ
た
企
業
も
多
く
存
在
し
て
い
る
の

も
事
実
で
す
。

　

重
要
な
変
化
の
過
程
に
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
変
化
を
経
済
成
長
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
は
、
従
来
の
考
え
に
拘
泥
し
な

い
柔
軟
な
姿
勢
と
と
も
に
、
弛
ま
ぬ
努
力

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
、
「
乙
巳
（
き
の
と
・

み
）」
で
す
。「
乙
」
は
困
難
が
あ
っ
て
も

紆
余
曲
折
し
な
が
ら
進
む
こ
と
や
、
し
な

や
か
に
伸
び
る
草
木
を
表
し
て
い
ま
す
。

「
巳
」
は
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
再
生
と

変
化
」
を
意
味
し
ま
す
。
脱
皮
し
強
く
成

長
す
る
蛇
は
、
そ
の
生
命
力
か
ら
「
不
老

長
寿
」
を
象
徴
す
る
動
物
、
ま
た
は
神
の
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令
和
７
年
１
月
10
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ

ゾ
ー
ト
温
井
に
て
、
安
芸
太
田
町
商
工
会

の
新
年
互
例
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
数
は
50
名
に
上
り
、
会
場
は
賑

や
か
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

石
橋
林
太
郎
衆
議
院
議
員
、
越
智
俊
之

参
議
院
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
ご

来
賓
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

安
芸
太
田
町
商
工
会
で
は
今
後
と
も
会

員
の
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

新
年
互
礼
会

第
27
回

五
サ
ー
市

と
ご
う
ち
胡
子
講
祭
り

つ
つ
が
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

令
和
６
年
11
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、

安
芸
太
田
町
加
計
の
太
田
川
交
流
館
か
け

は
し
前
駐
車
場
に
て
、
第
27
回
五
サ
ー
市

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
約
40
店
が
出
店
し
、
香
茸

む
す
び
や
焼
き
鳥
、豚
汁
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
多
様
な
店
舗
が
並
び
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
体
験
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
神
楽
衣
装
の

試
着
体
験
」
や
「
神
楽
面
の
絵
付
け
体
験
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
来
場

者
の
方
々
に
安
芸
太
田
町
の
文
化
を
知
っ

て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
も
、
太
田
川
交
流
館
か
け

は
し
前
に
て
継
続
可
能
で
、
進
化
す
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
11
月
16
日
・
17
日
の
両
日
、

戸
河
内
地
区
恒
例
の
胡
子
講
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

17
日
の
午
前
は
胡
子
神
輿
巡
幸
、
そ
し

て
午
後
か
ら
は
戸
河
内
連
合
神
楽
共
演
大

会
が
行
わ
れ
、
本
郷
こ
ど
も
神
楽
団
を
は

じ
め
町
内
外
８
団
体
の
神
楽
を
華
や
か
に

舞
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
横
で
は
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
バ

ザ
ー
出
店
も
あ
り
、
会
場
の
大
歳
神
社
は

大
勢
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
11
月
10
日
、
筒
賀
小
学
校
体

育
館
周
辺
に
お
い
て
「
第
45
回
つ
つ
が
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
神
楽
祭
は
筒
賀
地
区

２
団
体
、
戸
河
内
地
区
１
団
体
、
加
計
地

区
１
団
体
、
町
外
２
団
体
の
合
計
６
団
体

の
神
楽
団
に
よ
る
共
演
な
ど
、
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

筒
賀
地
区
活
性
化
委
員
会
と
し
て
は
、

青
年
部
員
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
蒸
気
ま

ん
じ
ゅ
う
や
焼
き
鳥
等
を
販
売
し
ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
お
客
様
、
関
係
者
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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青
年
部

女
性
部

　

令
和
６
年
９
月
８
日
、
工
業
部
会
部
員

18
名
で
山
口
県
角
島
方
面
に
視
察
研
修
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、
地
元
産
業

の
多
様
な
可
能
性
と
地
域
資
源
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
視
察
で
培
っ
た
知
識
と

経
験
を
活
か
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　
視
察
研
修
事
業

　
視
察
研
修
事
業

工
業
部
会

工
業
部
会

観
光
部
会

　

令
和
６
年
９
月
３
日
、
観
光
部
会
事
業

と
し
て
視
察
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、「
潮
聲
山
耕
三
寺
」
の

見
学
、「
島
ご
こ
ろ 

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
」
の

工
場
見
学
、「
尾
道
商
店
街
」
の
街
並
み

散
策
、「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

Ｕ
２
」
の

施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

部
会
員
９
名
、
町
役
場
職
員
２
名
、
尾

道
し
ま
な
み
商
工
会
職
員
１
名
、
事
務
局

２
名
の
計
14
名
が
参
加
し
、
尾
道
市
の
観

光
地
お
よ
び
施
設
の
視
察
を
行
い
当
町
へ

の
活
か
し
方
を
学
習
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
会
青
年
部
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

７
月
は
「
納
涼
加
計
ま
つ
り
」「
新
庄

夜
市
」、
８
月
は
「
ふ
れ
あ
い
戸
河
内
ま

つ
り
」、
９
月
は
「
安
芸
太
田
町
合
併
20

周
年
記
念
神
楽
公
演
」、11
月
は
「
五
サ
ー

市
」「
と
ご
う
ち
胡
子
講
祭
り
」
に
出
店
し
、

飲
食
物
や
お
も
ち
ゃ
の
販
売
を
行
い
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
も
積
極
的
に
青
年
部
活
動
を
実
施

し
、
地
域
貢
献
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

女
性
部
で
は
、
10
月
７
日
に
芸
北
地
域

協
議
会
芸
北
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
日
帰
り
研
修

で
島
根
県
安
来
市
へ
行
き
ま
し
た
。

　

ベ
ン
ガ
ラ
染
め
体
験
や
安
来
市
商
工
会

女
性
部
と
の
交
流
、
安
来
歴
史
資
料
館
の

見
学
を
行
い
、
特
に
ベ
ン
ガ
ラ
染
め
体
験

で
は
個
性
豊
か
な
作
品
が
完
成
し
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
に
は
、
芸
北
・
備
北
地
域
協

議
会
の
資
質
向
上
研
修
お
よ
び
主
張
発
表

大
会
（
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
）
が
北
広
島
町

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
づ
く
り
で
は
、
白
い
陶

器
に
転
写
シ
ー
ト
を
使
っ
て
絵
付
け
を
行

い
、
素
敵
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

プ
チ
顔
タ
イ
プ
診
断
で
は
、
自
分
に
最
適

な
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ま
し
た
。



　工事現場の省力化を実現するための搬送装置を
中心に、金属を使った製品の製造を行っている淡
野製作所株式会社。
　設計から加工、組み立て、製缶、溶接、据え付
け、アフターフォローまでを一貫して行い、顧客
のニーズに合わせた質の高いサービスを提供して
います。経験豊富な職人が多く在籍し、その知識
と技術を活かした丁寧なものづくりは、多くの顧
客から高い評価を受けています。

　ＢtoＢが中心の同社ですが、一般消費者にも広
く自社のことを知ってもらうためにＢtoＣ向けの
新しい事業も展開しています。その一つがアウト
ドア用品事業。
　ガレージブランド『Awa Sell』を立ち上げ、熟
練の職人がこれまでのノウハウを活かしたアウト
ドア用品を製造しています。３段階に火力調整が
可能な組み立て式のポータブルコンロや焚き火台
など、使いやすさと良質な素材にこだわった製品
が魅力です。
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事業所紹介
職人の高い技術と知識を活かした搬送装置を職人の高い技術と知識を活かした搬送装置を
提供。新たに一般消費者向けの事業も展開 !提供。新たに一般消費者向けの事業も展開 !

　もう一つは食品事業。安芸太田町産の柚子を皮ごと贅沢に使った
ポン酢は、代表取締役である淡野乃祐さんの母が作るオリジナル。
爽やかな酸味と香り、そしてすりおろしたタマネギが生み出す深み
のある味わいは、ドレッシングとしてだけでなく、料理にも活躍し
ます。定番の『本搾り』のほか、熟成させた『熟成１年』、とれた
ての柚子のみを使った『とれたて』の３種類を用意。『とれたて』は、
柚子が収穫できる11月から１月の期間にしか味わえないスペシャル
な味わいです。商品はＨＰから購入可能。爽やかな柚子の香りと風
味をお楽しみください。

淡野製作所株式会社
住所／山県郡安芸太田町加計1002−1
TEL／0826−22−2272
営業時間／9:00～17:00
休み／土・日曜・祝日
HP／https://www.awano-ss.co.jp

安芸太田町商工会　会員募集中!
私たちが

皆様をサポート!

応援します!

詳しくは、安芸太田町商工会
までお問い合わせください。

新規事業をお考えの方
経営でお悩みの方

商工会の会員に　商工会の会員に　

　なりませんか?　なりませんか?

全て手作業で作られるポン酢

持ち運びやすく、組み立てやすい焚き火台。
正方形、長方形、六角形の３種類があり、ソロキ
ャンプから大人数まで用途に合わせて使えます。

　今後はさらに安芸太田町の柚子を使った新商品も開発予定です。
安芸太田町内で収穫した柚子の買い取りも行っています。余ってい
る柚子があるという方は、ぜひお声かけください。


